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筑
前
秋
月
藩

医
、
緒
方
春
朔

は
、
寛
政
二
年

（
一
七
九
○
）

痘
痂
粉
末
を
鼻

腔
よ
り
吸
入
さ

せ
接
種
す
る
種

痘
法
を
完
成
、

こ
れ
を
上
秋
月

大
庄
屋
天
野
甚

左
衛
門
の
二
児

に
実
施
し
、
我

が
国
で
は
じ
め

て
人
痘
種
痘
法

に
成
功
し
た
。

こ
れ
は
ジ
ェ
ン

ナ
ー
の
牛
痘
法

成
功
よ
り
六
年

早
い
こ
と
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に

我
が
国
最
初
の

種
痘
書
『
種
痘
必
順
弁
』
『
種
痘
緊
轄
』
『
種
痘
證
治
録
』
を
著
し
、
こ
れ
を

秘
法
と
せ
ず
世
に
広
く
公
開
し
、
種
痘
の
安
全
性
、
必
要
性
を
説
い
た
。
全

国
か
ら
春
朔
の
種
痘
法
の
教
え
を
請
う
医
師
数
百
名
に
の
ぼ
り
、
こ
の
種
痘

法
が
全
国
に
普
及
し
、
後
の
牛
痘
法
が
我
が
国
に
導
入
さ
れ
る
迄
の
約
六
○

年
間
、
我
が
国
の
天
然
痘
予
防
に
貢
献
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の

間
、
一
部
と
は
い
え
医
師
や
庶
民
に
こ
の
種
痘
と
い
う
概
念
が
も
た
れ
て
い

た
こ
と
は
、
後
に
牛
痘
法
が
我
が
国
に
入
り
急
速
に
全
国
に
広
が
っ
た
が
、

そ
の
基
盤
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

今
年
平
成
二
年
は
、
こ
の
種
痘
法
成
功
二
○
○
年
目
に
あ
た
る
た
め
、
地

元
甘
木
朝
倉
医
師
会
は
、
福
岡
県
医
師
会
、
福
岡
県
立
甘
木
歴
史
資
料
館
と

共
催
に
て
緒
方
春
朔
の
済
生
救
民
の
偉
業
を
称
え
て
顕
彰
事
業
を
開
催
し
た

の
で
こ
こ
に
報
告
致
し
ま
す
。

一
記
念
顕
彰
碑
建
立

除
幕
式
並
び
に
記
念
式
典
七
月
二
十
九
日

レ
リ
ー
フ
「
緒
方
春
朔
、
天
野
甚
左
衛
門
の
二
児
に
鼻
乾
苗
法
に
よ

る
種
痘
実
施
の
図
」

（
彫
刻
家
斎
田
文
夫
氏
製
作
）

建
立
場
所
甘
木
朝
倉
医
師
会
病
院
前
庭

建
立
者
甘
木
朝
倉
医
師
会
、
福
岡
県
医
師
会

二
記
念
誌
編
集
、
発
行

緒
方
春
朔
著
『
種
痘
必
順
弁
』
『
種
痘
緊
轄
』
の
現
代
語
訳
（
松
岡

彊
氏
訳
）

三
資
料
展
開
催

『
種
痘
の
始
祖
、
緒
方
春
朔
』
展
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昭
和
二
年
に
当
医
師
会
が
建
立
し
た
顕
彰
碑
を
整
備
し
、
説
明
板
を

新
に
設
置
。

尚
、
今
回
の
顕
彰
事
業
を
機
に
数
々
の
新
知
見
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
春

朔
先
生
を
敬
う
何
よ
り
の
顕
彰
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
ド
イ
ツ
衛
生
博
覧
会
出
展
後
、
伝
染
病
研
究
所
に
寄
贈
さ
れ
、
行
方
不

明
と
な
り
戦
災
で
焼
失
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
た
春
朔
の
遺
品
が
、
大

と
き
平
成
二
年
七
月
二
十
一
日
’
九
月
二
日

と
こ
ろ
県
立
甘
木
歴
史
資
料
館

四
記
念
講
演
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
種
痘
の
始
祖
、
緒
方
春
朔
先
生
に
学
ぶ
』

講
師
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
助
教
授
酒
井
シ
ヅ

甘
木
朝
倉
医
師
会
顧
問
井
上
無
限

元
県
立
朝
倉
高
等
学
校
長
松
岡
彊

九
州
大
学
文
学
部
講
師
柴
多
一
雄

コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー

久
留
米
大
学
医
学
部
免
疫
学
教
授
横
山
三
男

司
会
甘
木
朝
倉
医
師
会
理
事
富
田
英
寿

と
き
平
成
二
年
七
月
二
十
八
日
（
土
）
Ｐ
Ｍ
２
・
叩
１
４
．
鋤

と
こ
ろ
甘
木
文
化
会
館

約
八
○
○
名
の
聴
衆
に
深
い
感
銘
を
与
え
盛
会
に
終
る
。
ま
た
『
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
記
録
集
』
を
編
集
発
行
し
た
。

五
広
報
教
育
映
画
製
作

タ
イ
ト
ル
『
種
痘
の
始
祖
、
緒
方
春
朔
』
地
域
の
各
学
校
等
に
寄
贈

一

ノ、

タ
イ
ト
ル
『
種
痘
の
始

秋
月
顕
彰
碑
補
修
整
備

塚
恭
男
先
生
の
御
尽
力
で
北
里
研
究
所
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
。

一
春
朔
の
第
三
の
種
痘
書
『
種
痘
證
治
録
』
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
。

一
長
い
間
、
議
論
さ
れ
て
い
た
『
種
痘
必
順
弁
』
の
順
に
つ
い
て
「
順
」

か
「
須
」
か
の
問
題
は
、
今
回
の
顕
彰
事
業
に
伴
う
調
査
や
シ
ン
ポ
で

は
っ
き
り
「
順
」
と
決
着
が
つ
い
た
こ
と
。

一
春
朔
の
種
痘
法
が
幕
府
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
当
時

の
朝
廷
（
小
森
典
薬
頭
）
か
ら
も
認
め
ら
れ
て
い
た
事
実
が
は
っ
き
り

し
た
こ
と
・

一
天
野
甚
左
衛
門
の
墓
地
の
所
在
が
判
明
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
の
記
念
事
業
に
引
き
続
き
、
甘
木
歴
史
資
料
館
に
、
常
設
の

「
緒
方
春
朔
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
．
今
後
も
地
元
先
達
の
偉
業
を

偲
び
、
我
灸
医
師
を
初
め
、
医
療
関
係
者
の
医
学
、
医
療
に
対
し
て
気
構
え

を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
人
々
、
と
く
に
次
の
世
代
を
担
う
子
供

達
に
も
こ
の
先
達
の
偉
業
を
広
く
知
ら
せ
、
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
新
し
い
世

代
、
社
会
を
切
り
開
い
て
い
く
糧
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
い
息
の
長
い
活

動
を
し
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。（
甘
木
朝
倉
医
師
会
理
事
富
田
英
寿
）

一
五
年
前
の
昭
和
五
十
一
年
、
故
・
小
川
鼎
三
先
生
と
東
洋
紡
会
長
・
谷
口

豊
三
郎
氏
の
深
い
友
情
に
支
え
ら
れ
て
始
め
ら
れ
た
「
国
際
比
較
医
学
史
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（
弓
胃
旨
扇
冒
昌
さ
目
昌
、
言
ご
己
○
切
旨
冒
さ
『
昼
①
Ｃ
Ｏ
目
名
目
具
】
く
の

第
一
五
回
谷
口
財
団
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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